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【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０２Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成25年12月4日(2013.12.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体を収容する液体収容部内の液体の有無を検出する液体検出システムであって、
　前記液体収容部に収容された液体を外部に供給する供給口と該液体収容部との間に設け
られて、該液体収容部からの液体で内部が満たされるとともに、少なくとも一部に変形可
能な可変部を有するキャビティと、
　前記キャビティの内部に設けられた受圧部材を、前記キャビティの内側から付勢して前
記可変部に当接させるつる巻きバネと、
　前記受圧部材の位置の変化を検出する検出手段と、
　前記つる巻きバネが所定の長さに圧縮されると、前記受圧部材の移動を制限することに
よって該つる巻きバネの変形を規制する規制部材と
　を備える液体検出システム。
【請求項２】
　外部に液体を供給する液体容器であって、
　前記液体を内部に収容する液体収容部と、
　前記液体収容部に収容した液体を外部に供給する供給口と、
　前記液体収容部と前記供給口との間に設けられて、該液体収容部からの液体で内部が満
たされるとともに、少なくとも一部に変形可能な可変部を有するキャビティと、
　前記キャビティの内部に設けられた受圧部材を、前記キャビティの内側から前記可変部
を付勢するつる巻きバネと、
　前記つる巻きバネが所定の長さに圧縮されると、前記受圧部材の移動を制限することに
よって該つる巻きバネの変形を規制する規制部材と
　を備える液体容器。
【請求項３】
　前記受圧部材の位置の変化を検出する検出手段を備える請求項２に記載の液体容器。
【請求項４】
　請求項２または請求項３に記載の液体容器であって、
前記規制部材は、前記キャビティから該キャビティの可変部に向かって立設されるととも
に、少なくとも該規制部材の基部側の外径が、前記つる巻きバネの内径に対してはめ込ま
れる外径に形成されている液体容器。
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【請求項５】
　前記規制部材は、該規制部材の先端の外径が、該規制部材の基部側の外径よりも小さく
形成されている請求項４に記載の液体容器。
【請求項６】
　前記規制部材の長さは、前記つる巻きバネを弾性限界まで圧縮した時の該つる巻きバネ
の長さよりも長く形成されている請求項１に記載の液体検出システム。
【請求項７】
　前記規制部材の長さは、前記つる巻きバネを弾性限界まで圧縮した時の該つる巻きバネ
の長さよりも長く形成されている請求項２に記載の液体容器。
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